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Abstract: The aim of this study is to analyze and compare several 
wordbooks as used in preparation for two kinds of tests: university 
entrance exams and the Test of English for Academic Purposes 
(TEAP). The study focuses on vocabulary selection, vocabulary 
word senses, and the learning burden of each word sense adopted 
in the wordbooks. The results identify the shared vocabulary 
among the wordbooks as well as the six features of word senses 
in the shared vocabulary and their associated learning burdens. It 
further determines whether the relative word difficulty, as based 
on Common European Framework of Reference for Languages 
(CEFR), is statistically significant. This article proposes tips for 
coping with vocabulary with polysemic senses or homonymous 
senses. It concludes that learners can study vocabulary effectively 
and efficiently if they first memorize vocabulary shared by the two 
types of exams. Their learning burden also may be decreased if 
learners are mindful of the differences of word senses of each 
shared vocabulary which the six features show, even if there is 
statistically no difference among word senses.
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　TEAPとはTest of English for Academic Purposesの略語で、上智大学と日本英語検定協会
が共同で開発した、日本における「大学教育レベルにふさわしい英語力」を測れるように構成さ















　Wilkins （1972）が “without grammar very little can be conveyed, without vocabulary nothing 





いう。成績表内のReading評価項目においても、“Vocabulary and language knowledge”とし
て 4段階で評価される。またWritingとSpeakingセクションの評価基準では、語彙の知識・正
確さが独立して評価されており、それらはTrim, North, and Coste （2001）の示すCommon 





 3. 2. TEAPの求める語彙レベルおよびサイズ




おり、Taylor （2014）はこの 4,000~5,000語レベルまでの語彙の 95% を知っていることが内容




　　　・4,000語レベル以内のタスク：R2A, R2B, L1A, L1B and L1C











らは 50~60%、準 1級レベルからは 30~40%、残りは準 2級や 1級から出題され、1級レベル
の語彙は 1問出るか出ないかであるとの見解を示している。
 3. 3. TEAPの語彙とAWLの関係性
　前述のとおり、TEAPは学術的な文脈で遭遇する場面を考慮して作成されているため、 
Coxhead （2000）のAcademic Word List（以下、AWL）とも関連づけながら作成されている。
Taylor （2014）はAWL内の語彙がたとえ 5,000語レベルを超えていても、TEAPには組み込ま
れるべきとし、また同時に受験者にとって望ましい学習到達地点だとも主張している。従来、無
修正のアカデミックテキストは約 10%のAWLの語彙が含まれている（Coxhead，2000; Green, 
































































書　名 見出し総語数 抽出語彙のソース 出版年
ターゲット 1900 1900 語 旺文社独自の大学入試問題データベース（過去 5 カ年） 2011
百式英単語 2023 語 標準語彙水準 SVL12000 ＋大学が出題する英文と語彙
レベルが同等の一般英文記事
2017
Grip 1500 1532 語 不明 2016
TEAP ターゲット 1200 語 研究・教育で広く利用されている複数の学術語彙リス
ト＋海外の大学で使用されている文書データ
2016
TEAP VB 1080 語 不明 2017
スピードマスター 1046 語 不明 2016










　　　5. TEAP VB：1,080語　　　　　　　　6. スピードマスター：817語
　研究課題 2では、共通語彙における語義の抽出を行なった。抽出対象とする語義は、英単語
集内で複数の語義が記載されている場合にも、原則は一つに限定した。『ターゲット 1900』と











　　　A1：1 point       　　　A2：2 points     　　　B1：3 points
































教員・研究者・著者などの経験や勘も必要（Simpson & Ellis, 2010）であるが、コーパスのよう
な多量のデータと組み合わせることで語彙選定は初めて精緻化され、彼らの経験や勘が正しかっ



















































語義 品詞 語彙的エラー 統語的エラー 多義/同音異義 例 語義例
パターン① ≒ ＝ × × ― resident 住人/住民/居住者
パターン② ≒ ≠ × ◯ ― quote 引用する/引用文
パターン③ ≠ ＝ ◯ × 同音異義 degree 程度/学位
パターン④ ≠ ≠ ◯ ◯ 同音異義 credit ～のおかげとする/履修単位
パターン⑤ ≠ ― ◯ ◯ 多義 principal 主要な/校長







































では riceの 1語であらわされる（望月・相澤・投野，2003; 平賀，2016）ことはよく知られた例
である。それと同じく、たとえば revenueは日本語では文脈によって「歳入/収入/収益」と使
い分ける必要がある。しかしEVPの定義では細分化されておらず、“large amounts of money 



















































 1 英単語集の定義はKumagai （2017） の“specialized materials for memorizing English vocabulary 
effectively and efficiently”（p.7） を採用する。
 2 CEFRは 6段階のバンド（A1~C2）が設定され、TEAPではそのうちのA2~B2に焦点を当て、測定に用
いている。
 3 ここでいう語彙サイズとは、Reading・Listeningセクションで扱われる語彙をさす。









 7　EVPとはケンブリッジ大学出版局、ケンブリッジESOL（English for Speakers of Other Languages）が中心
となり構築したもので、B2レベルまでで 4,700語、C2レベルまでで 6,500~7,000語をカバーしてい
る（Capel, 2012）。 
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